
 

 



昭和３７年 創立

令和 ３年 創立５９年目 （「伝統建築」専攻科を有する
全国でも稀少な工業高校）

＝沿革＝

＝学科・在籍数＝

機械科 Machinery 電気科 Electricity

建築科 Architecture
建築コース
伝統建築コース

建設工学科 Construction

在校生：５００人（内女子７１人）
卒業生：11,８６5人

伝統建築専攻科（２年課程）

Kuma  Technical  High school

学校紹介

 



スパイラル的な成長

研究概要
Kuma  Technical  High school

主体的行動力・学びに向かう力・
社会に必要とされる力

目標設定

振り返り

知識・技術

社会性
（職業観・勤
労観・倫理観
・伝える力）

専門性
（知識・技術
・実践力）

創造性
（主体的行動力
課題解決能力
段取り力）

Ｐ，６

 



研究内容 今年度の課題

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習・評価方法の工夫

高校３年間の学びの見通しを持った系統的な学習指導の検証

新学習指導要領における３観点による評価方法の研究

→本校「機械科生徒に求める力」の妥当性の検証。
→新たなグラフィックシラバスを活用して、学びの繋がりや先を見通した授業
展開の実践。

→「レクチャーラーニング」から、「タスクベースラーニング」へ
と段階的に授業を展開、深い学びに繋がる指導方法の改善。

→学習評価に関して、実践をとおして評価項目の内容、評価方法
の工夫改善を行い、指導と評価の一体化に繋げる。

→ポートフォリオによる学習の振り返りを通して、生徒の自己行動
の変容に反映するメタ認知を検証する。

→初年度から蓄積した実践データを検証し、また、本校機械科で作
成した評価規準の妥当性を検証する。

Kuma  Technical  High school

新たな時代に対応したオンライン環境での学びや指導方法について

→オンライン環境での学びの深まりや，新たな時代に対応した
「伝える力」を育成するための指導方法を検証する。

Ｐ，７

 



研究内容 「指導と評価の一体化」について
Kuma  Technical  High school

「生徒」・「授業」をよりよくする！

教師の授業改善生徒の主体性の向上

何ができるようになりたいか 何ができるようになってほしいのか

「生徒に求める資質・能力」の整理

「メタ認知」の向上

「実践的」｢体験的」な学習活動の検討

グラフィックシラバスの活用

どのような
取組・評価で

成果が上がったか

自ら学習を調整

教師からの
アドバイス

評価
「リフレクションシート」「ルーブリック」の活用

「ポートフォリオ」による学習の振り返り

取組の方向性が分かる

「座学」「実習」における指導方法の検討

目標の明確化 計画的な授業の展開

外部人材の活用・地域貢献

「生徒評価」＝「授業評価」

 



研究実践 「身につけさせたい力」整理

【学校綱領】 「剛健・誠実」 「自主・自律」 「好学・敬愛」

ものづくりをとおした人づくり
【学校目標】 部活動をとおした人づくり

地域から信頼される人づくり

【新学習指導要領における３観点＋個人内評価】
「知識・技術」 「思考・判断・表現」 「主体的に学習に取り組む態度」 「感性や思いやり」

【熊本県産業教育審議会】

【機械科】 求める資質・能力

高校３年間の学びの見通しを持った系統的な学習指導の検証

「専門性」「社会性」「創造性」の育成

社会性専門性

創造性

Kuma  Technical  High school

「学校目標」に対して、３つの要素に
関連する「資質・能力」を抽出

専門高校生に求める資質・能力

２５の資質・能力

 



Kuma  Technical  High school高校３年間の学びの見通しを持った系統的な学習指導の検証

「専門性」「社会性」「創造性」の育成

研究実践 第２回 生徒の実態調査（２年生） 令和３年６月２５日実施

生徒の変容

1.0
1.5
2.0
2.5
3.0
3.5
4.0
社会

専門・社会

専門

創造・専門

創造

創造・社会

Ｐ，８ 別紙資料①

※第１回 令和２年６月２６日実施

 



グラフィックシラバスの活用

研究実践 【実習（旋盤作業）】

「歯車」をイメージ

Kuma  Technical  High school高校３年間の学びの見通しを持った系統的な学習指導の検証

「学びのつながり」を追記
★座学との関連

★資格取得との関連

学びの広がり

得意・不得意分野
の理解

Ｐ，９ 別紙資料②

学びの見通し

 



主体性を育む指導（獲得メタファと参加メタファ）

主体的行動力
学びに向かう力

社会に必要とされる力

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習・評価方法の工夫

「座学」「実習」における指導方法の検討

Kuma  Technical  High school

生徒の主体性をどう育むのか？

 



Kuma  Technical  High school主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習・評価方法の工夫

研究実践 「タスクベースラーニング」の実践

これまでは、教師から課題図を提示して、１年時より新たな加工要素を加え
て、全員の足並みをそろえて、手順どおりに加工実習を展開。

加工図面

レクチャーラーニング

Ｐ，１４ 別紙資料③

 



Kuma  Technical  High school主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習・評価方法の工夫

１年時から新たな加工要素を加え、生徒自ら課題図を作成（製図）し、
加工手順を考え、創造をカタチに繋げる実習展開を実践

新たな加工要素
（選択加工条件）

※３つの中から２つを選択

材質：Ｓ４５Ｃ
形状：φ２８×１００±１

（黒皮ノコ切断）

ネジ加工 テーパ加工

ローレット加工

参考形状

支給材料

研究実践 「タスクベースラーニング」の実践

 



授業計画

Kuma  Technical  High school主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習・評価方法の工夫

週 限目 活動内容

１

１ 実習の説明

２～３ 設計図作図と加工手順決め

２ １～３ 荒加工

３

１～２ 仕上げ加工

３ 振り返り

時間数：１ローテ ３時間／週 ×３週＝９時間
人数：１０人／班

旋盤実習は２人１組で協働作業

 



１週目 １限目：実習の説明

Kuma  Technical  High school主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習・評価方法の工夫

目的 加工仕様 加工条件 専門用語 使用工具

NewVer, グラフィックシラバス

 



１週目 ２～３限目：設計図作図と加工手順決め

Kuma  Technical  High school主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習・評価方法の工夫

活発な議論

作業の効率・製作形状の工夫・誰が見ても分かる製図
 

作業効率・製作形状の工夫・誰が見ても分かる製図について議論 



２週目～３週目 ：加工の様子

Kuma  Technical  High school主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習・評価方法の工夫

教師の的確なアドバイス

教師との対話力の向上

 



３週目 ３限目：振り返りの様子

Kuma  Technical  High school主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習・評価方法の工夫

何ができるようなった

何が課題か

自己評価・相互評価

メタ認知の向上

学びの繋がり



３週目 ３限目：課題作品の完成

Kuma  Technical  High school主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習・評価方法の工夫

図面 完成品

 



３週目 ３限目：課題作品の完成（失敗例・未完成）

Kuma  Technical  High school主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習・評価方法の工夫

設計ミスによる、高負荷に耐えきれず加工途中に破断

削り過ぎ 送り間違い
自動送りレバーの誤操作

未完成
本人達の希望により、放
課後加工して、完成！

 



Kuma  Technical  High school主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習・評価方法の工夫

実践の効果

学びの繋がり・各分野の学びの必要性

「ユーザー目線」による、設計・加工の工夫・想像力の向上

活発な意見交換

対教師及び生徒間の対話の向上

責任感の向上・役割の確立

製造現場さながらの雰囲気

こだわりを持ったものづくり

失敗から学ぶ、向上心

研究実践 「タスクベースラーニング」の実践
Ｐ，１５

 



Kuma  Technical  High school主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習・評価方法の工夫

実践の効果

生徒達への的確なアドバイスが必要
教師の指導力が問われる

何を求めるのか？何が身につくのか？

生徒 教師

実践をとおして・・・
①製図・加工・測定に関する知識・技術
②創造とカタチにするための思考・判断・表現
③協働作業による対話・主体的行動
④メタ認知を高め、次のステップに繋ぐ向上心
⑤安全を配慮したものづくりによる思いやり

研究実践 「タスクベースラーニング」の実践

 



簡易的な「リフレクション」の取組研究実践

Kuma  Technical  High school

「座学」「実習」における指導方法の実践

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習・評価方法の工夫

【簡易的なリフレクション】

●レポート・学習プリント・ノートへ、学習の理
解を確かめる自己評価欄を設ける

評価の割合によって、授業改善の判断材料とした

Ｐ，１７

どう生徒評価？

どう授業改善？

 



「振り返りシート」の活用研究実践

【担当教員からのコメント】

●生徒が記述した内容に対して、それぞれに
効率よくコメントを記せるよう選択制とした。

●特筆すべきことがあれば、下部の空欄にコ
メント記載

Kuma  Technical  High school

「座学」「実習」における指導方法の実践

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習・評価方法の工夫

Ｐ，１７ 別紙資料④

 



「振り返りシート」の活用研究実践

Kuma  Technical  High school

「座学」「実習」における指導方法の実践

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習・評価方法の工夫

学習の繋がりがよく分かり、各授業の必要性を感じた。

記述の変化：生徒のコメント

授業や、ものづくりは日常生活に直結していることがわかった。

Ｐ，１７ 別紙資料④

 



「自己評価」・「相互評価」の取組研究実践

【相互評価】
評価の精度が向上した

【独自の評価規準】
自ら評価規準を作成

【協働者の
気付き等】

生徒目線によ
る、教師が気付
けない生徒の
特性が分かる
ようになった

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習・評価方法の工夫

「座学」「実習」における指導方法の実践

互いの課題点や強みを伝え合うことで、自らのメタ認知の向上

Kuma  Technical  High school

【その他生徒コメント】
●普段は大人しいが、加工技術はすごい。
●普段はよくしゃべるが、作業に対する意
見を伝えて欲しい。

Ｐ，１７ 別紙資料⑤

 



「自己評価」・「相互評価」の取組研究実践

昨年度：
自己評価について甘い傾向

今年度：

自分自身を客観的に評価で
きるようになってきた。

「更なる努力が必要」と感じて
いる傾向

【評価欄】
左：生徒自己評価
右：教師評価

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習・評価方法の工夫

「座学」「実習」における指導方法の実践

Kuma  Technical  High school

Ｐ，１７ 別紙資料⑥

 



「振り返りの●●」研究実践

学びの中心

生徒にとって、「何を学んだか」振り返ることができる。

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習・評価方法の工夫

「座学」「実習」における指導方法の実践

「授業のねらい」との相違を確認し、授業改善に繋がる

Kuma  Technical  High school

Ｐ，１８ 別紙資料⑦

 



「キャリアパスポート」との連携研究実践

【学期の目標と手立て】
●学習面
●部活動
●その他

【学期の振り返り】
●どのように取組んだか
●取組後の変化について

【１年間の目標】
●クラス
●個人

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習・評価方法の工夫

「座学」「実習」における指導方法の実践

Kuma  Technical  High school

１年間の目標達成に向けて、各学期において段階的
に各学期において目標を設定し、計画的にステップ
アップさせる事に繋がっている。
また、取組後の変容を確認することで、メタ認知の
向上に繋げている。

Ｐ，１８ 別紙資料⑧

 



研究実践 単元毎の観点別評価計画

新学習指導要領における３観点に評価方法の研究 評価計画 Kuma  Technical  High school

大
単
元

小
単
元

配当
時間

観点別評価

学習内容 評価方法知識・
技術

思考・判
断・表現

主体的に取
り組む態度

機
械
に
働
く
力

力
の
つ
り
合
い

１ ●
力のつり合いにつ
いて理解できた

リ

※リフレクション
シート

【観点別評価】
該当する評価

【評価方法】
該当する評価方法
リ：リフレクションシート
協：協働作業
ワ：ワークシート
ﾉ：ノート

【配当時間】
授業に要する時間

Ｐ，１９ 別紙資料⑩

 



研究実践 「自己評価」「教師評価」シート

機械科生徒に求める資質・能力
科目シラバスを参考に設定

単元毎に設定・実施

「自己評価」
「教師評価」

新学習指導要領における３観点に評価方法の研究

「リフレクションシート」「ルーブリック」の活用

（１）知識・技術

評価規準 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ

各分野にお
ける専門知
識・技術が実
社会でどう活
かされている
か理解する。

Ａに加え、具
体例を交え
ながら分かり
やすく説明
することがで
きた。

単元について世の
中の活用場面、人と
技術の関わりを理
解すると共に、関連
する知識・技術を身
につけることができ
た。

諸単元に
ついて、体
系的に・系
統的に理
解すること
ができた。

理解す
ることが
難しく、
身につ
けること
ができな
かった。

評価基準
４段階

【評価規準】
新行学習指導要領における

学習評価の３観点

Kuma  Technical  High school

Ｐ，１９ 別紙資料⑪

 



研究実践 個人評価シート

新学習指導要領における３観点に評価方法の研究

「リフレクションシート」「ルーブリック」の活用

Kuma  Technical  High school

大
単
元

小
単
元

求める資質・能力
観点別評
価

学習内容
自己
評価

教師
評価

単元小
テスト
点数

機
械
と
設
計

機
械
の
仕
組
み

各分野における・・・ 知識・技術 機械の定義・・・ Ｂ Ａ

８６
解決策を考える力・・・

思考・判断
表現

総合的に判
断・・・

Ｂ Ｂ

自ら課題を見つけ・・・
主体的に
取り組む
態度

機械の仕組みを
探求・・・

Ｃ Ｃ

「観点別評価」と「学習内容」

「自己評価」
「教師評価」
「単元小テスト点数」

【求める資質・能力】
機械科が求める資質・能力

得意分野・不得意分野がわかり、ポイントを縛った学習

知識や技術を得ることが「学びでない」と分かる。

Ｐ，１９ 別紙資料⑫

 



研究実践

Kuma  Technical  High school新たな時代に対応したオンライン環境での学びや指導方法について

→オンライン環境での学びの深まりや，新たな時代に対応した
「伝える力」を育成するための指導方法を検証する。

ＩＣＴを活用した授業展開

視覚的効果のある補助教材の活用

取組の効果

リアルタイムな学習の振り返り

生徒間の学習理解度の共有

生徒の困り感を迅速に把握

Ｐ，２０

 



研究まとめ 今年度の成果と課題

② 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習・評価方法の工夫

① 高校３年間の学びの見通しを持った系統的な学習指導の検証

ア「求める力」の妥当性の検証
→「熊本県産業教育審議会答申」＝「機械科生徒に求める力」
昨年度同様アンケートによる追跡調査にて、課題点が見え、授業改善

イ 新たなグラフィックシラバスの活用
→教科を超えた学びの広がりを示すことで、「先を見通した授業展開」
→学びのＵＤ化

ア 外部人材の活用の検証
→コロナ禍や地方高校の特有の課題を克服。
オンラインや校内の生徒の活躍を活かし、生徒の主体性の向上に繋げた。

イ「タスクベースラーニング」の授業展開について。
→自由度を持たせた授業展開をとおして、生徒の発想力や行動力の発見。
失敗から学ぶ、生徒の主体性を向上。

ウ 振り返りによる授業改善と、生徒の行動変容に反映するメタ認知の検証
→学習活動の振り返りをポートフォリオ化することで、自身の変換点を発見
→相互評価による、教師が気付かない視点での新たな生徒の姿を発見
対話の向上

→生徒同士で互の視点を知ることで、自らのメタ認知の向上。
→振り返りの積み重ねをとおして、更なるメタ認知の向上。

Kuma  Technical  High school
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研究まとめ 今年度の課題

③ 新学習指導要領における３観点による評価方法の研究

ア 新学習指導要領における観点別学習状況の３観点による評価方法
→本校機械科生徒に求める力と連動させた評価規準を作成することで、
教師は目的意識を持った授業展開に繋げることができた。

→評価計画を作成することで、計画性のある授業展開に繋げることができた。

Kuma  Technical  High school

④ 新たな時代に対応したオンライン環境での学びや指導方法について

ア オンライン環境での学びの深まりや，新たな時代に対応した
「伝える力」を育成するための指導方法の研究

→教師、生徒共にＩＣＴの活用に不慣れな点があるが、今後様々な実践を
とおして学びの深化や生徒の「伝える力」の育成に取組んでいきたい。

Ｐ，２１

 



 


